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ＨＭＵ内のＰ３センサー

空気圧系統（Ｐ３系統）

Ｐ３の圧力孔

ＨＭＵ及び空気圧系統（Ｐ３系統）について
（第２エンジン出力低下関連）

【ＨＭＵ（Hydro Mechanical Unit）】

〇 エンジン制御装置の一種で、エンジンを機械的に制御（始動、加速及び減速の燃料流量制限）する装置

【空気圧系統（Ｐ３系統）】

〇 Ｐ３系統は、エンジンの圧縮機出口空気の一部を抽出する圧力孔、圧縮機出口空気が通るライン及び圧縮機出口空

気を感知するＰ３センサーで構成

〇 Ｐ３系統とは、エンジンの圧縮機出口圧力をＨＭＵへ送り込む系統であり、空気圧により、ＨＭＵがエンジンへの

燃料流量を決定

Ｐ３ライン

ＨＭＵ

【補足資料１】

前方
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エンジンのエンジン制御に影響を与える部位、機体のエンジン出力に影響を与える部位
（第１エンジン出力低下関連 Ⓐ・Ⓑ）

Ⓐ エンジンのエンジン制御に影響を与える部位
○ Ｓ３９回路 ：ＤＥＣ（エンジンを電気的に制御する装置）とＨＭＵ内部の電気系統
○ ＶＧ（Variable geometry） ：急加速時のエンジンの失速防止、部分負荷での燃料消費を向上させる部位

Ⓑ 機体のエンジン出力に影響を与える部位
○ ＬＤＳ（Load Demand Spindle） ：ＣＰレバー（※）とＨＭＵを機械的に接続し、エンジンへの燃料流量を調整

するケーブル
○ ＰＡＳ（Power Available Spindle）：ＰＣＬとＨＭＵを機械的に接続し、エンジンへの燃料流量を調整するケー

ブル

※ ＣＰレバー（Collective Pitch Lever）：機体の揚力の増減（上下の操縦）又はローター回転数の制御を行うレバー

エンジンのエンジン制御に影響を
与える部位(Ｓ３９回路・ＶＧ系統)

機体のエンジン出力に影響を与える部位
(ＬＤＳ系統、ＰＡＳ系統)

【補足資料２】

前方

【Ｓ３９回路】

前方

【ＶＧ系統】

２

ＰＣＬ

ＰＡＳ系統

ＬＤＳ系統

ＣＰレバー



【ＵＨ－６０ＪＡ操縦席】

エンジン停止

地上試運転 飛行中
緊急操作時
（エンジン制御を
自動から手動に
切り替え時）

操縦士は、飛行等の状態に合わせて適切なポ
ジションに動かす。

例）エンジン始動時：手順に応じて

「ＯＦＦ」⇒「ＩＤＬＥ」⇒「ＦＬＹ」

ＰＣＬ

操縦席上部

Ⓒ 出力調整レバー（PCL（パワー・コントロール・レバー））
エンジンへの燃料流量を増減させ、エンジン出力を制御する装置（ＰＡＳでＨＭＵと接続）

第１エンジンＰＣＬ

第２エンジンＰＣＬ

ＰＣＬについて
（第１エンジン出力低下関連 Ⓒ）

【補足資料３】

３



エンジン制御系統及び空気圧ライン

のより詳細な点検・検査

エンジンのエンジン制御に影響を与える部位及び

機体のエンジン出力に影響を与える部位の網羅的点検

【点検の細部項目】（点検回数の増加（ハッチング部分））

区分 再発防止策
点検時期

再開時 飛行前 飛行後 定期整備 IRAN 交換時

第
２
エ
ン
ジ
ン

出
力
低
下
関
連

エンジン制御系統及び空気圧ラインのより
詳細な点検・検査

○
○

(取付状態)
○

(取付状態)
○ ○ ○

機能確認のための整備試験飛行 ○ ― ― ○ ○ ○

第
１
エ
ン
ジ
ン

出
力
低
下
関
連

エンジンのエンジン制御に影響を与える部
位及び機体のエンジン出力に影響を与える部
位の網羅的点検

○
○

(取付状態)
○

(取付状態)
○ ○ ○

機能確認のための整備試験飛行 ○ ― ― ○ ○ ○

航空機の全機点検
【補足資料４】

エンジン制御系統及び空気圧ライ
ンのより詳細な点検・検査を実施。
点検後の機能確認のための整備試験
飛行を実施

エンジンのエンジン制御に影響を与える部位及び機体のエンジン出力に影響
を与える部位の網羅的点検を実施。点検後の機能確認のための整備試験飛行を
実施

４



１ ＵＨ－６０ＪＡの全ての操縦士・機上操作員に対する教育（ＶＴＣ）

（１）取扱書改正（緊急操作手順）に係る普及・徹底

（２）洋上飛行マニュアル改正に係る普及・徹底

（３）緊急操作、不時着水予行に係る動画

２ ＵＨ－６０ＪＡの整備員に対する教育（ＶＴＣ）

安全確保のための機体点検実施要領に係る普及・徹底

３ ＵＨ－６０ＪＡ基幹要員集合訓練（参集）

上記内容に加え、下記の事項を実施

（１）シミュレータを使用した教育（対象：操縦士・機上操作員）

緊急操作手順・機内連携要領に係る教育を実施

（２）実機を使用した再徹底教育（対象：操縦士・機上操作員）

不時着水予行を含めた機内連携要領に係る教育を実施

安全確保のための機体点検の実施
（イメージ）

シミュレータを
使用した教育

■ ＵＨ－６０ＪＡの全ての操縦士・整備員（機上操作員を含む。）に対して、事故の推定原因を踏まえ深化さ

せた緊急操作手順及び機内連携要領の教育を実施

搭乗員に対する教育
【補足資料５】

５



航空安全確保のための救命用装備等の導入

ビーコン（水中音響式発信機）
の搭載

【機体の早期発見】

携帯用救命無線機の導入
【機体・人員の早期発見】

エマージェンシー・フロート
の搭載改修

【搭乗者の生存率を向上】

■ 再発防止策としての点検・教育に加え、下記の装備品等を導入し、万が一、事故が発生した場合の機体・

人員の早期発見を追求及び搭乗者の生存率を向上

【補足資料６】

６」


